
2026年3⽉期 第１四半期
決算補⾜資料

2 0 2 5 年 7 ⽉ 2 5 ⽇

東光⾼岳グループ

東 証 プ ラ イ ム 市 場 （ 6 6 1 7 ）

代 表 取 締 役 社 ⻑ ⼀ ノ 瀬 貴 ⼠



© T a k a o k a  T o k o  C o . , L t d .  A l l R i g h t s  R e s e r v e d . 1

⽬次

2025年度 第１四半期決算概要

1. 2025年度第１四半期業績概要・事業セグメント構成⽐ <対前年同四半期⽐較＞

2. 2025年度第１四半期各事業セグメントの状況 ＜対前年同四半期⽐較＞

3. 2025年度業績予想



© T a k a o k a  T o k o  C o . , L t d .  A l l R i g h t s  R e s e r v e d . 2

1. 2025年度 第１四半期 業績概要
＜対前年同四半期⽐較＞

 連結売上⾼につきましては、電⼒機器事業が増加したものの、計量事業、GXソリューション事業、光応⽤検査機
器事業の減少により、23,100百万円（前年同期⽐2.5％減）となりました。

 利益⾯では、具体的には、主に⼀般向けプラント物件の増加により、営業利益1,473百万円（前年同期⽐
28.9％増）、経常利益1,575百万円（前年同期⽐36.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益
952百万円（前年同期⽐65.1％増）と、いずれも増益となりました。 （単位︓百万円）

2025年度 2024年度 増減

第1四半期(A) 第1四半期(B) (A)-(B)

売上⾼　※ 23,100 23,699 ▲ 599 ▲ 2.5%

営業利益 1,473 1,143 +330 +28.9%

経常利益 1,575 1,154 +421 +36.4%

親会社株主に帰属する四半期純利益 952 576 +376 +65.1%

※　うち東京電⼒パワーグリッド殿向け売上⾼ 9,712 10,682 ▲ 970 ▲ 9.1%

パワーグリッド殿向け売上⾼構成⽐ 42.0% 45.1% ▲3.1% ▲ 6.9%

　　受注⾼ 29,030 29,969 ▲ 939 ▲ 3.1%

前年⽐

当社は、当第１四半期連結累計期間において、過去最⾼の営業利益を達成することができました。
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スマートメーター
取引⽤変成器、計量⼯事（電⼒メー
ター取替⼯事）など

エネルギーマネジメントシステム（EMS）関
連（マンション、テナント向け⾃動検針シス
テム、照明・空調の節電・省エネ⾃動環境
制御システム）、充電インフラ（電気⾃動
⾞⽤急速充電器、V2H）情報関連機器 、
スマートグリッド、プロポーザル関連事業など

3

1. 2025年度 第１四半期 業績概要
事業セグメント構成⽐（2025年度第１四半期売上⾼）

2025年度第１四半期
売上⾼

セグメント構成⽐
231億円
（236億円）

電⼒プラント機器（⼤型変圧器、開閉装置、
制御装置）
配電機器（開閉器、⼩型変圧器、配⾃⽤制
御器）、
断路器、受変電設備の⼯事など

不動産賃貸

【連結⼦会社】
タカオカエンジニアリング株式会社
タカオカ化成⼯業株式会社
東光器材株式会社

電⼒機器事業セグメント

54％（53％）

（ ）内は2024年度第１四半期売上⾼構成⽐

【連結⼦会社】
株式会社ミントウェーブ

【連結⼦会社】
ワットラインサービス株式会社
蘇州東光優技電気有限公司
東光東芝メーターシステムズ株式会社

計量事業セグメント

34％（35％）

ＧＸソリューション事業セグメント

10％（10％）

三次元検査装置など
光応⽤検査機器事業セグメント

1％（1％）

その他事業1％（1％）
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1. 2025年度 第１四半期 業績概要 －売上⾼の状況－
＜対前年同四半期⽐較＞

EV急速充電器、
EMSの減少

PPP/PFIの増加

スマートメーター、
ガス・⽔道メー
ター
等の減少

⼀般、電⼒向け
プラント物件の
増加

⼩型機器（⼩
型変圧器、柱上
開閉器、配電⾃
動化⽤制御
器）の減少

三次元検査装置
の減少

【セグメント別　売上⾼】 （単位︓百万円）

2025年度　第1四半期 2024年度　第1四半期 前年⽐
⾦額(A) 構成⽐ ⾦額(B) 構成⽐ 増減額(A)-(B) 増減率

電⼒機器事業 12,603 54.6% 12,523 52.8% +80 +0.6%

計量事業 7,984 34.6% 8,256 34.8% ▲ 272 ▲ 3.3%

ＧＸソリューション事業 2,192 9.5% 2,415 10.2% ▲ 223 ▲ 9.2%

光応⽤検査機器事業 73 0.3% 258 1.1% ▲ 185 ▲ 71.4%

その他事業（不動産賃貸） 245 1.1% 244 1.0% +1 +0.6%

23,100 ー 23,699 ー ▲ 599 ▲ 2.5% セグメント別売上⾼ 合計

セグメント名
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1. 2025年度 第１四半期 業績概要 －利益の状況－
＜対前年同四半期⽐較＞

スマートメー
ター、ガス・⽔
道メーター等
の減少

三次元検査装
置の売上減少

減価償却費の
増加 検収の⽉ズレ

による費⽤増

【セグメント別　利益】 （単位︓百万円）

2025年度　第1四半期 2024年度　第1四半期 前年⽐
⾦額(A) 利益率 ⾦額(B) 利益率 増減額(A)-(B) 増減率

電⼒機器事業 1,973 +15.7% 1,072 +8.6% +901 +83.9%
計量事業 1,132 +14.2% 1,442 +17.5% ▲ 310 ▲ 21.5%
ＧＸソリューション事業 ▲ 306 ▲ 14.2% ▲ 312 ▲ 12.9% +6 +1.7%
光応⽤検査機器事業 ▲ 96 ▲ 131.0% 0 +0.0% ▲ 96 ー
その他事業（不動産賃貸） 160 +65.3% 165 +67.9% ▲ 5 ▲ 3.3%

2,861 +12.4% 2,369 +10.0% +492 +20.8%
全社費⽤等（連結調整含む） ▲ 1,387 － ▲ 1,226 ー ▲ 161 ー
営業利益 1,473 +6.4% 1,143 +4.8% +330 +28.9%

 セグメント別利益 合計

セグメント名

電⼒・⼀般向け
⾼利益率案件
の売上増

PPP/PFI
の売上増加
EMSの売上
減少

研究開発費
の増加
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2. 各事業セグメントの状況
＜対前年同四半期⽐較＞

売上⾼ セグメント利益

売
上

利
益

【増加要因】 ⼀般向けプラント物件、電⼒向けプラント物件
【減少要因】 ⼩型機器（⼩型変圧器、柱上開閉器、配電⾃動化⽤制御器）、
海外⼯事物件

【増加要因】 電⼒・⼀般向け⾼利益率案件の売上増
【減少要因】 －

(百万円）
2025年度第１四半期

実績(A)
2024年度第１四半期

実績(B)
増減

(A)－(B) 前年⽐（％）

売上⾼ 12,603 12,523 +80 +0.6％
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 1,973 1,072 +901 +83.9％

電⼒機器事業セグメント

(百万円）
2025年度第１四半期

実績(A)
2024年度第１四半期

実績(B)
増減

(A)－(B) 前年⽐（％）

売上⾼ 7,984 8,256 ▲ 272 ▲ 3.3％
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 1,132 1,442 ▲310 ▲21.5％

売
上

利
益

【増加要因】 計量⼯事
【減少要因】 スマートメーター、ガス・⽔道メーター

【増加要因】 計量⼯事の売上増
【減少要因】 スマートメーター、ガス・⽔道メーターの売上減

売上⾼ セグメント利益

（百万円）

計量事業セグメント

（百万円）
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2. 各事業セグメントの状況
＜対前年同四半期⽐較＞

(百万円）
2025年度第１四半期

実績(A)
2024年度第１四半期

実績(B)
増減

(A)－(B) 前年⽐（％）

売上⾼ 2,192 2,415 ▲223 ▲9.2％
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ▲306 ▲312 +6 +1.7％

GXソリューション事業セグメント

売
上

【増加要因】 PPP/PFI
【減少要因】 急速充電器、EMS関連

【増加要因】 PPP/PFIの売上増
【減少要因】 EMS関連のの売上減、研究開発費の負担増

利
益

売上⾼ セグメント利益

(百万円）
2025年度第１四半期

実績(A)
2024年度第１四半期

実績(B)
増減

(A)－(B) 前年⽐（％）

売上⾼ 73 258 ▲185 ▲71.4％
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ▲96 ０ ▲96 ー

売
上

利
益

【増加要因】 －
【減少要因】 三次元検査装置

【増加要因】 －
【減少要因】 三次元検査装置の売上減

光応⽤検査機器事業セグメント売上⾼ セグメント利益

（百万円）

（百万円）
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3. 2025年度 業績予想

今年度の連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間において、過去最⾼の営業利益を達成す
ることができましたが、最⼤顧客の東京電⼒パワーグリッド殿における投資計画の動向の影響など、先⾏き不透明な
要素もあることから、現段階では総合的判断により、2025年４⽉25⽇公表の連結業績予想からの修正はあり
ません。 

（単位︓百万円）
2025年度 2024年度 増減

予想(A) 実績(B) (A)-(B)

売上⾼　※ 108,000 106,624 +1,376 +1.3%

営業利益 6,200 6,094 +106 +1.7%

経常利益 6,300 6,302 ▲ 2 ▲ 0.0%

親会社株主に帰属する当期純利益 3,900 3,824 +76 +2.0%

※　うち東京電⼒パワーグリッド殿向け売上⾼ 43,500 44,969 ▲ 1,469 ▲ 3.3%

パワーグリッド殿向け売上⾼構成⽐ 40.3% 42.2% ▲1.9% ▲ 4.5%

　　受注⾼ 109,700 106,312 +3,388 +3.2%

前年⽐


